
ハイウォールは、”土”構造物｛土工事｝です。

（基礎）地盤沈下

　基礎地盤の沈下は、擁壁本体の検討とは別途に検討が必要です。

ハイウォールは、柔軟構造で、必要地盤支持力は小さく、地盤沈下に追従性が高い工法です。

ハイウォール充填材・背面材は、基本的に”砂質土”以上をお願いしているので、上記「即時沈下」の範囲です。ハイ

ウォールは”土砂拘束工法”の名称通り、沈下には充填材は背面材より若干時間を要します。

　この時間差でハイウォール背面にクラック等が発生する場合がありますが、構造に問題はありません。

即時沈下と時間差

土には、土粒子部分、水が詰まった間隙部分と空気が詰まった間隙部分があり、間隙部分の挙動で”沈下”が生じま
す。

ハイウォール充填材と背面（盛土）材の沈下

「即時沈下」→土の弾性的圧縮

　土が不飽和の状態にあるときには、土に圧縮応力が作用すると応力に見合った圧縮ひずみが即時的に起こる弾性体
の圧縮に似た挙動を示します。また飽和状態にある土であっても、その土が透水性の高い砂や礫などで排水が急速に
起こる場合には、若干の時間的遅れはあるがほぼ即時的に進行します。

「圧密沈下」→土の圧密

　飽和状態にある透水性の低い粘性土や細粒土においては、応力が作用しても直ちに圧縮はしません。飽和した土が
圧縮するためには、間隙水の排出および土粒子の配列の変化、すなわち圧密が起こらなければならないので透水性
の低い土においては圧縮に長時間を有します。これは土独特の圧縮現象です。
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